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的変化に興味をもつ ｡ 化学種として最 も基本的なものは夜種であり､放射性及
非放射性核種の消長に着 冒して概癒 してみる｡ 広範囲にわたる領域であD､藻
琴な部分が/少な (ないがあえて聾者の考えを示 し問題を撞起 してみたい.
我女の現在手にしうる材料は大部分､地表の物質 とイン石のような地球外の
原始物質に近いものである｡ 之等に太陽､星､ 宇宙線といった他の宇宙物質に






























少 くともNeについては大気の逸散の同位体効果 を示 しているとみなせるO 同
位体の分離係数に 屯ヽが適用できるとし､40%の分別をおこすためには 10~3
の逸散による減少がおこればよい.松尾氏の解説の如 くKr,Ⅹ占 が地上で分
別逸散がなかったと考えれば大気Neはそれ らに比 して略々 10サ4 になってい
ることに関係づけ られる｡Arについては同 じ葦法で分別の効果が小さい(1(巧





b)不揮発性諸金属元素 : 地球のコン ドライトモデルに立って推論を行つ










です ら常温で 10~3 の差にすぎなL,1こと､この差はまた絶対温度に逆比例的に
影響される (圧力依存性については不詳)等の理由によってLi7⊥Li6,ca48-
Ca40 等についても高々0･1% の変化が期待されるにすぎない ｡ 現在の質量
分析の精度 L+1%程度) ではこのような差を見出すためには格段の努力が必
要であろう占イン石と地上の物質に対 して行われた数多 くの研究 もこの事実を






C)重元素～: Hをは じめ0,C,N,S,等精度高 ( (±0.01%)測定で き
るグループについては各種のデータがでている｡ しか し之等はむ しろ地表にお
いて大きな効果をうげやすいものでもあb､イン石と地殻 との比顔において確
実な議論のできる段階に遷 していないとレヽえよう｡
















Pb法 とSr 法とを比顧することでチェアクもされるが何分 109年以上を問題
とする以上 この点の配慮 も必要であろ う｡牙三には木越氏1)によって指摘され
ている通b､年代決定とは物質系の分化が行われた時を現在からさかのぼって
勘定 している点に留意すべ きである｡ たとえばPb法によって求める場合は､
Uを殆ん ど含まない鉄イン石 よbPbを抽出 しこれを ｢原始鉛｣と称 している.
年代はそのPb207/Pb206と現在のコン ドライ ト中のPb のそれとの比較におい
て算出されている.このことは､金属鉄が 45億年前にその時代のPbを伴っ
て (Uを伴わないで) コン ドライ トか ら分化 したことを仮定 している｡Rb-Sr
では鉄の代 旦=こCa-richアコン ドライ トが分化 してか らの時間を示すにすぎ
ない.勿論精度をおと してよければコン ドライ ト群のなかで相互の差異のみを
利用 してみたb､地表の多数の物質系の統計的処理 を行ってもよい｡ K-Ar注
の示す最 も大きな値を下限値 とする等々い くらも変法があるo Lか し原始鉛と
か原始 Srといったものを直接 とb出せる点では上の二つの方法に強味がある0
才四には当然のことなが ら､分化が終ってか ら物質孝が閉ぢたまま保存されて




特定の最 も原始的と考えられるコン ドライ トについて直接年代決定のデータ
をつかむことも不可能ではない1｡ 都城氏の説明にある通 bコンドライ トは金属
硫化物､カンラン石､輝石､長石等の混合体である｡硫化物中に原始 Pb､ 燐
































最も割b切った話は -‡129を登場させることでは じめられる｡ 工129 が夜分
裂生成物中に検出され､半減期が執 られて以後この核種には大きな期待が寄せ
･られていた. その理由は I129- Ⅹe129となるためであって､大気中のⅩeに も
充分なたしからしさでこの化石を認めきると主張されているO 王29-に前後する





トはガスを殆んど保持 していない.こ のーような物体か ら抽出された嘉 にあき
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らかにⅩe129が空気の50%以上 も濃縮 しているものが 見出きれている｡ 二つ
のちがった歴史を保存 した物質系の間でこのような知見がえ られたことは最 も
直接的な立証であb元素の年令に重要な示唆 を与えるものである｡もともと
I127(普通の工)は他の元素と同様 1010年 に近い間かかつて生成 したものと
すると.､生成効率は同 じでもI129はその平均寿命舟だけ しか留っていないか ら
I129/I127-10~3 位が出発点の存在比である｡ 一方イン石のなかの Iか ら来
たと思われるⅩe129と工127との比は質量分析と放射化分析法で測定され 10~4
の値を示 した. 後者はイン石が生成 しⅩe を失った時分のI129/工127を示すも
のと考えられる｡ 故に ‡129 の生成直後か らイン石固化迄の分 として 工129の半




用 して長半減期核種の研究を行 う立場がある ｡ 既にRe187,Lu176自発核分裂 ,





において混 られる｡ 原始地球や原始太陽系を考えるにあたつでは､ 一応この活
刺-の幕はおろされている筈である｡しかし関連の探h重要な現象はい くつ もあ
bそれ らが直接実験的に立証される強味があるので熱心に研究が進められてい
るO オーに上述の所謂消威放射能の問題が大きくと一bあげ られる｡ レ､かなる材
料のなかに最も端的に精確な知見が求められるかという点が残されておか､工129












を感 じさせる多 くのなぞをLi､くつ も見出すことができる｡ また一歩宇宙開発に






a) 'TrxもinoもRadioacもivity: L遠い将来には Ⅹ40もU235も･AT40,Ca40
Pb207に変ってしまい､元のすがたをとらえることが辰雄になって/しま うか も
知れない｡ しか し之等に対 しても核種の存在度からみて上限値を与えることは
容易にな しうることである｡〇m 247がU235を経由する以上 初期の太陽系に関
しても現在から逆算 した U235の一部をしめていたことにはちがいはない . 今 日
cm247の研究は正の結果を与えてはいないt)もL U含量の極端に低い古い希土
鉱物か ら異常に高いU 23号/け238か抽出された暁にはかなiF)しっか りした根拠で
cm247を論ずることができるとみられる｡ 困難な原因は エー Ⅹe の系列のよう
に希ガスつまb大きな分離効果が関与 していない点にある.Te130以外の二重
β壊変の研究も同 様の困難がある｡
最近 もつと偉観野草追跡されてや るものは当然のことながち如 244であるo
この自発核分裂の割合はUに比 して格段に高 く矢張bXe に大きな影響を与え
る可能性がある筈である｡
実の所 イン石中のⅩe に関してはXe129以外のⅩe同位体にも異常がみ られ
ている. 結論をいえば一般に原始Ⅹe と考えら中るものはどうやら大気Ⅹe と
はかなbちがったものである.ーⅩe のどの同位体を基準にとるかによっ七観点
は異なるけれ どもイシ石のⅩe の組成か ら大気Ⅹe の方をながめると(Ⅹe129を
別にして〕重い核層つまbXe136からⅩe131に至る迄は大気では高 くなってい
i)梅本春次 :同大温研報告 (1965)



















らないとい うのである｡ I129 に比べるとhづれ ももつ と直接的な又は定量的
な観察がほ しい所である｡
もつと別 の意味で重要視されているけれども.確たる証拠のないものにA126
































表層に近 くあって空間にさらされて来た歴史の積算値を示 して くれる0.今径
10m以上の小天体が衝突その他の原因で破壊され､空間における多数のイン
石のサイズ (1m以下)以下になったとする｡この時か ら正直に宇宙線にさ ら


























示されてV)る. 今一つ重要な問題は宇宙線 自体の恒常性についてである｡ 之を
と､く鍵は化石的記録を解読するこの方法に しか求め られるべ くもない所である
が最少限 107年位迄はかなb確実に一定であったことが示されている｡ 最 卑短
かい半減期の核種としては P32(14日),V48(16日)が検出され､長い方で昼
Mu53ト 2-106年),BelO(2.5-106年) がある｡この間20ケに及ぶ核種を
しらペあげた結果半滅期と生成速度との間に全 く関係が認め､られなかつ冬 ｡ と
い うことは過去においても現在 も同じ強度の線束にさらされていたことを示す
もq)(こ夜かならない｡問題は更にその先に及ぶ｡極端には 109年のスケールで
は どうかとVlうことである. このような古い記録を伝えて くれるものはK40し
かない｡ K40(113-109年)は特に 109年辺bの様子を放射性核種として伝えて













この記録 も連れてしまっている筈である. 更には イン石 の形状に一方的な変化












能であb凡ゆる角度か ら検討されてよい. 宇宙線 よb三桁以上 も上廻ったスケ
ーノレの蔵 反応を考え､原始惑星物質に核子を作用させることによって現在 の′D,
Li,Be,B のすべてをつ (b出すことの可能性についてである｡ 現在迄の所
イン石と地球との比叡において､ この現象の片鱗を うかが うことので` きる証拠
は残念なが ら何もえ られていない｡ 総合的にみて ⅩPrOCeSS､はやはbまだ Ⅹ













があげ られる｡先に不問に附 したⅩe124に至る雇い同位体がイン石中に濃縮 し
ていることはこのような核現象の結果として理解されるであろうo標的額と､し











違 うのではないかo Xe は稽々化学的に活性があれ 物体の表面に吸着 しやす
い ｡ Ⅹe の問題はまだまだ泥沼的な様相を残 しておb努力すればする程抜本的
な解釈が困難となっている｡
さて最後になったが､近年 ロケットや人工衛星についても調査が進められる
ようになった｡それらの回収物についてみると宇宙線のほかに太陽プロトンの
影響が色々と出て来ている｡太陽活動にともなって消長のはげ しい'核反応 (p,
n) が惹起され､また太陽表面か ら地球外圏にもたらされているような粒千
(H3,He3等)が人工の標的につかまえられている｡将来にまつ所が多いが厚
い大気に保護されていた我々には 目新 しい事実として重要な資料が蓄積されて
来る筈である｡ 大気のない月の表面における物質の組成は化合物､元素の単位
に立っても重要であるが､-方核種の分布についても現在及び過去の放射線の
影饗に.よる新知見が加え られる筈である.
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